
































The Transformation of Young Japanese History Teachers Through Mentoring: 
Reﬂ ections on Teachers’ Perspectives of their Subject as a Basis for Changing Lessons
Ishikawa Teruko
Abstract: This study practically clariﬁ es the inner transformation of mentees on how, through 
mentoring, young Japanese history teachers perceive their subject and how they attempt to 
improve their lessons based on their perceptions. In doing so, the educational possibilities for 
currently working teachers, which is based on the teachers’ reflections on their perception 
of their subject, are elucidated. The results show that the gap between what was learned 
at university and practice in the field suggests the possibility of recovery in the “washed 
out” perspectives about their subject developed during their teacher-training period. As two 
mentees were mentored, they explored their perspectives about their subject and the ideal 
proﬁ le of a history teacher, by reﬂ ecting on their prior training and education. In addition, it is 
diﬃ  cult for currently working teachers to “refresh” their perspectives about their subject. As 
well as the diﬃ  culty completing adult education, this result also suggests the importance of the 
teachers’ initial university studies. Consequently, it is vital to ensure continuity in the training 
and development of history teachers.










































































































































































































































































５ 10/29 自作プリントの作成 / 社会系科目の境界 Ⅲ
表３　教師Ｂのメンタリングの実施概要（2018年度）


































































































































































































































































































































































































































































































































2) 森分孝治 ｢『歴史』独立論の問題性－原理的考察 
－｣ 全国社会科教育学会 『社会科教育論叢』第34
集，1986，pp.78-88。
3) 大坂遊・草原和博「社会科教育に関する内面化さ
れた規範・観念の脱構築－移行・接続教育として
の初年次教育の意義－」鳴門社会科教育学会『社
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会認識教育学研究』第30号，2015，pp.191-200。
4) 例えば，横浜市教育委員会編著『教師力向上の鍵
－「メンターチーム」が教師を育てる，学校を変
える！』時事通信社，2011。
5) 例えば以下の研究がある。
　・河村美穂・中山珠真実「家庭科教師の成長－中学
校の授業観察からみる‘成長の契機’－」埼玉大
学教育学部『埼玉大学紀要 教育学部（教育科学）』
第54巻第2号，2005，pp.9-22。
　・根本康平・髙木亜希子「メンターとの対話的な省
察の意義－小学校英語担当者の成長－」中部地区
英語教育学会『中部地区英語教育学会紀要』第46
巻，2017，pp.165-170。
　・谷本直美「音楽教師を対象とした授業改善のため
のメンタリング・プログラムの有効性－子ども
の主体的な学びを促すために」日本学校音楽教
育実践学会『学校音楽教育研究』第22巻，2018，
pp.37-47。
6) 岩川直樹「教職におけるメンタリング」稲垣忠彦・
久冨善之編『日本の教師文化』東京大学出版会，
1994，pp.97-107。
7) 註5) にあげたメンタリングの実践的研究は，すべ
て学校外部のメンターによるものである。
8) 荒木寿友「教員養成におけるリフレクション－自
身の「在り方」をも探究できる教師の育成に向け
て－」立命館大学教職教育推進機構『立命館教職
教育研究』第２号，2015，pp.5-14。
9) 大坂遊・渡邊巧「社会科教師教育者は駆け出し教
師の成長をいかに支援しうるか－米国社会科にお
ける（Rationale Development）研究に注目して
－」徳山大学経済学会『徳山大学論叢』第87号，
2018，pp.97-110。
10) 駆け出し教師の課題の1つとしてハーレーは，「自
身の rationale に基づいて実践したいと考える授
業のあり方と，社会科の指導に関わる現時点での
自身の実践的知識の欠如というギャップ」を指摘
している。大坂・渡邉前掲論文（2018），p.106。
11) メンタリング・プログラムの詳細は以下を参照。
　・石川照子「日本史教師のカリキュラムデザインを
支援するメンタリング・プログラムの開発」学習
システム促進研究センター『学習システム研究』
第5号，2017，pp.15-28。
　・石川照子「社会科教師のためのメンタリングの方
法論の開発－日本史教師の省察支援の場合－」全
国社会科教育学会『社会科研究』第89号，2018，
pp.1-12。
12) 草原和博「目標を意識して内容を再構成できる
教師のしたたかさ」明治図書出版『社会科教育』
No.688，2016，pp.12-15。渡部竜也「学習指導要
領を生かすも殺すも個々の教師次第」明治図書出
版『社会科教育』No.688，2016，pp.16-19。
13) 黒川みどり「問われる歴史教育」愛知教育大学大
学院・静岡大学大学院教育学研究科共同教科開発
学専攻（後期3年博士課程）『教科開発学論集』第
1号，2013，pp.113-121。
14) 油井大三郎「高校歴史教育の改革と思考力育
成」歴史科学協議会『歴史評論』第749号，2013，
pp.34-43。
15) 森分孝治「歴史教育の革新－社会認識教育として
の歴史教育－」全国社会科教育学会『社会科研究』
第20号，1972，pp.60-77。
16) 佐藤郁也『質的データ分析法：原理・方法・実践』
新曜社，2008。
17) 「洗い直し」とは，教育実習生や入職後間もない
教師が，学校現場の現実に順応する中で，教員養
成段階で学んだ先進的な教育理論を棄却されてい
くことをいう。大坂遊「教職課程後半期における
教員志望学生の社会科観・授業構成力の形成過程
－「洗い流し」はいつどのように起こるのか，あ
るいは回避されるのか－」学習システム促進研
究センター『学習システム研究』第5号，2017，
pp.81-102。
18) 石川前掲論文（2018）参照。
19) メンターの指導力の観点については，以下を参考
にした。広島大学大学院教育研究科（平成17年度
大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）「大学・
大学院における教員養成推進プログラム」，平成
18年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）
「質の高い教員養成推進プログラム報告書」）『メ
ンター制構築による実践的指導力の高度化－大学
院生の教科授業力・生徒指導力の育成を中心とし
て－』，2007，p.297。
20) 高木久史『通貨の日本史 無文銀銭，富本銭から
電子マネーまで』中央公論新社，2016。
21) 石川照子「日本史でお金について考える」明治図
書出版『社会科教育』No.727，2019，pp.78-81。
22) 大坂前掲論文（2017），p.83。
23) 武田信子「訳者あとがき－日本における教師教
育者研究の発展を期して」ミーケ・ルーネンベ
ルク，ユリエン・デンヘリンク，フレット・A・
J・コルトハーヘン著／武田信子・山田恵理子監
訳『専門職としての教師教育者 教師を育てるひ
との役割，行動と成長』玉川大学出版部，2017，
pp.166-173。
